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６
月
27
日
、
太
白
区
初
の
五
つ
星
集
積
所
に
、
平
渕

町
内
会
の
３
カ
所
の
集
積
所
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
五
つ
星
集
積
所
」
は
、
排
出
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て

い
る
か
、
集
積
所
が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
な
ど
を

環
境
局
職
員
が
プ
ロ
の
眼
で
診
断
し
、
適
正
に
排
出
・

管
理
さ
れ
て
い
る
と
認
定
し
た
集
積
所
で
す
。

　

「
五
つ
星
を
獲
得
で
き
た
の
は
、
町
内
の
ま
と
ま
り

が
良
い
お
か
げ
」
と
教
え
て
く
れ
る
の
は
澤
田
邦
夫
さ

ん
。
今
で
は
五
つ
星
集
積
所
に
認
定
さ
れ
る
ほ
ど
き
れ

い
な
集
積
所
で
す
が
、
数
年
前
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

か
っ
た
の
だ
と
か
。
汚
い
集
積
所
に
は
ご
み
を
捨
て
る

こ
と
に
抵
抗
が
な
く
な
る
た
め
、
通
り
す
が
り
に
ご
み

を
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
結
果
、
ま
す
ま
す

汚
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
悩
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
「
集
積
所
の

改
修
」
。
一
度
き
れ
い
に
す
れ
ば
使
う
人
の
意
識
が
変

わ
り
、
悪
循
環
を
断
ち
切
れ
る
の
で
は
と
の
考
え
か
ら

で
し
た
。
早
速
、
集
積
所
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
快
く
同
意
し
て
く
れ
た
た
め
、
資
金
を

集
め
て
材
料
を
購
入
。
技
術
を
持
つ
方
の
協
力
も
得
て
、

町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
集
積
所
改
修
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
皆
さ
ん
の
好
意
と
出
資
で
せ
っ
か
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
集
積
所
を
末
永
く
大
切
に
使
っ
て
も
ら
う

た
め
、
集
積
所
清
掃
の
当
番
制
も
開
始
。
こ
の
清
掃
当

番
に
は
、
事
情
に
よ
り
町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い
方

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
明
さ
ん
は
「
利
用
者
全
員
が
集
積
所
に
関
わ
る

こ
と
で
、
当
事
者
意
識
が
働
き
ま
す
。
排
出
ル
ー
ル
も

守
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
と
集
積
所
は
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
無
し
に
は
成
し
得
な

か
っ
た
変
化
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内

会
長
の
山
口
義
晴
さ
ん
は
「
平
渕
町
内
会
で
は
ご
み
問

題
に
限
ら
ず
、
防
犯
な
ど
の
活
動
も
活
発
で
す
。
地
域

力
の
高
さ
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
ま
れ
に
、
家
庭
ご
み
に
資
源
物
が
入
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
分
別
意
識
を
も
っ
と
高
め
た
い
」
と

抱
負
を
語
る
皆
さ
ん
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●　編集・発行　仙台市環境局廃棄物管理課

●　電　　　話　２１４－８２２７

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」
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こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

ま
と
ま
り
の
良
さ
で
五
つ
星
を
獲
得

【
太
白
区
】
平
渕
町
内
会

この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。

こんにちは推進員さん  

研修レポート「環境事業所主催研修会」 

仙台市環境局からのお知らせ

活動報告書の集計結果をお知らせします

１Ｐ

２Ｐ

２～４Ｐ

３Ｐ

　

　９月１日から、区役所などに専用の回収ボッ

クスを設置して、家庭で使用済みとなった小型

家電の無料回収を始めました。

　小型家電には金・銀などの有用な金属が含ま

れています。そのリサイクルに向け、地域の方

への広報にご協力をお願いします。

■対象となる小型家電

　回収ボックスの投入口（30ｃｍ×15ｃｍ）

に入る、長さ30ｃｍ以下のもの

（例）携帯電話、デジタルカメラ、ビデオカメ

ラ、ＣＤプレーヤー、電子辞書、ＡＣアダプタ

※回収ボックスの投入口に入らない家電製品は、

今まで通り「粗大ごみ」として出してください。

■回収ボックス設置場所（21カ所）

これからは小型家電もリサイクル

　

環境事業所の電話番号

青葉環境事業所　  ２７７－５３００

宮城野環境事業所  ２３６－５３００

若林環境事業所     ２８９－２０５１

太白環境事業所     ２４８－５３００

泉環境事業所　     ７７３－５３００

■利用時間

　区役所等の市の施設は開庁時間内、それ以外

は各店舗の営業時間内

■回収ボックスに入れる時の注意事項

・一度入れた小型家電は返却できません。

・個人情報がデータに残っている場合は、必ず

完全に消去してください。

・乾電池、バッテリー類、メモリーカード等は

取り外してください。

＜問＞ごみ減量推進課２１４－８２２９

節電して節電所を建設しよう！

「伊達な節電所キャンペーン」実施中

　「節電所」とは、節電で削減した電力を蓄積

して、新たに発電するのと同じ効果を目指す取

り組みです。節電に取り組むだけで、誰でも節

電所の建設に参加できます。

　電力会社から届く平成27年2月分までの

「電気ご使用

量 の お 知 ら

せ」で、昨年

同月より節電

できていたら、

右図を参考に

「お知らせ」

をコピー・撮

影して、郵送やＥメールで投稿してください。

抽選で、「からだすこやか茶12本セット」や

「ＬＥＤルームライト」などが当たります。

※使用日数の違いで一カ月の使用量が増加する

場合でも、その月一日当たりの平均使用量が昨

年同月より少ない場合は投稿できます。

※参加方法など詳しくは、市役所１階市民のへ

や、区役所総合案内などで配布するチラシまた

は仙台市環境ウェブサイト「たまきさん」

（http://www.tamaki3.jp/）をご覧ください。

イオン仙台中山店、ウジエスーパー

明石南店、ホーマック泉店、泉区役

所、泉環境事業所

泉区

太白区

若林区

宮城野区

青葉区

ウジエスーパー（袋原店・長町店・

西多賀店）、太白区役所、秋保総合

支所、太白環境事業所

若林区役所、今泉リサイクルプラザ

宮城野区役所、宮城野環境事業所

ウジエスーパー中山店、ホーマック

南吉成店、青葉区役所、宮城総合支

所、葛岡リサイクルプラザ、ごみ減

量推進課（市役所一番町仮庁舎〔小

田急仙台ビル〕10階）

■節電知恵袋・節電川柳も募集しています

　節電術や節電のココロを詠んだ川柳も募集中

です。優秀作品には記念品をプレゼントします。

＜問＞環境都市推進課２１４－０００７

▲五つ星認

定の朗報は、

町内会報で

町内に報告

▲右から、山口会長、佐藤推進

員、澤田推進員
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太
白
区
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
冊
子
「
資

源
と
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
で
分

別
の
基
本
を
改
め
て
学
ん
だ
後
、
分
別

キ
ッ
ト
で
分
別
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

泉
区
で
は
、
ご
み
減
量
へ
の
こ
れ
ま

で
の
市
の
取
り
組
み
や
現
状
、
目
指
す

と
こ
ろ
を
説
明
。
そ
の
後
、
ご
み
減
量

策
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
生
ご

み
の
堆
肥
化
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

区
に
よ
り
実
施
し
た
内
容
は
さ
ま
ざ

ま
で
し
た
が
、
ど
の
会
場
で
も
、
一
つ

で
も
多
く
の
知
識
を
持
ち
帰
ろ
う
と
い

う
参
加
者
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

　

ご
み
の
分
別
や
減
量
に
関
す
る
知
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
環
境
事
業

所
が
独
自
の
メ
ニ
ュ
ー
で
企
画
し
た
研

修
会
で
す
。
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

区
ご
と
に
開
催
し
、
合
わ
せ
て
推
進
員

約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
葉
区
で
は
、
家
庭
で
出
る
こ
と
の

多
い
ご
み
を
想
定
し
た
「
分
別
キ
ッ

ト
」
で
分
別
方
法
を
復
習
。
そ
の
後
、

景
品
を
懸
け
た
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
城
野
区
で
は
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
て

当
た
っ
た
も
の
を
分
別
す
る
「
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム
」
な
ど
で
楽
し

み
な
が
ら
分
別
を
学
習
し
た
後
、
昨
年

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
量
な
ど
の
、

出
し
方
以
外
の
内
容
も
盛
り
込
ん
だ
検

定
試
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

若
林
区
で
は
、
「
分
別
か
る
た
」
で

ゲ
ー
ム
感
覚
で
分
別
知
識
を
習
得
し
た

後
、
質
問
が
多
い
ご
み
の
出
し
方
を
職

員
が
解
説
。
最
後
に
分
別
キ
ッ
ト
で
の

分
別
体
験
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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研
修
レ
ポ
ー
ト

環
境
事
業
所
主
催
研
修
会

◆
排
出
ル
ー
ル
の
確
認
に
、地
域
で

出
前
講
座
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
し
た
は
ず
な

の
に
取
り
残
さ
れ
た
、
な
ん
て
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
地
域
の
方
の
出
し
方

が
悪
い
の
も
、
実
は
間
違
っ
て
覚
え
て

い
る
こ
と
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

環
境
事
業
所
で
は
、
職
員
が
町
内
会

な
ど
に
出
向
く
「
出
前
講
座
」
で
、
ご

み
の
出
し
方
・
分
け
方
を
説
明
す
る
分

別
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望

に
応
じ
て
内
容
や
時
間
等
も
検
討
し
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
〉
お
住
ま
い
の
区
の
環
境
事
業
所

※

電
話
番
号
は
４
頁
参
照

▲（左）泉区の生ごみ堆

肥化の実演。（右）宮城

野区のストラックアウト

ゲーム

　 若林区の分別かるた

▲出前講座には、ゲーム感覚で楽し

く分別を学べるメニューなども用意し

ています。町内会等の行事に取り込

んでいただけば、地域の方の参加も

得やすくなります

秋のワケる強化期間10月開始！ 
みなさん,きちんとワケてますか？ 

言 !! 急 分 別 宣 緊 

　家庭ごみの中の資源物の割合が急増しているため、仙

台市では、今年度、「緊急分別宣言！みなさん、きちん

とワケてますか？」キャンペーンを実施しています。

　５月30日から６月30日までの「ワケる強化期間」で

は、ごみと資源物の分別状況や出し方をチェックする

「ワケルくんの五つ星☆集積所診断」や「分別相談会」

などを各区で実施しました。

　その第２弾となる「秋のワケる強化期間」を、10月

１日からスタートします。期間は11月30日までの２カ

月間。期間中、市内各所にポスターを掲出するほか、地

下鉄駅構内や大学キャンパス内、11月８日に葛岡リサ

イクルプラザで開催するイベント「ごみ減量・３Ｒ展」

で、ごみの分別徹底と減量を呼び掛けていきます。

　ごみの分別は地域での取り組みが効果的です。町内会

の集まり等で分別の徹底を呼び掛けていただくなど、引

き続き推進員・メイトの皆さまのご協力をお願いします。

＜問＞ごみ減量推進課２１４－８２３０

平成26年度ごみ減量目標

（震災発生前の平成21年度の水準へ）

①家庭ごみに含まれる資源物の割合

②市民１人１日当たりの家庭ごみ量

平成25年度 目標

47％
38％

平成25年度 目標

495ｇ
490ｇ

　

平成25年度 活動報告書の集計結果をお知らせします

■町内会でほかに就いている役職がありますか。

＊役職あり  ・・・・・・・・・・・・・・・　　   

 〔多い役職〕環境・衛生担当278人、会長133人、

　　　　　　 副会長185人、班長92人、総務47人 

■推進員として活動した感想をお聞かせください

＊やりがいがあった  ・・・・・・・・・・・

＊思ったような活動ができなかった  ・・・・

＊時間がなくて活動できなかった  ・・・・・

＊活動の仕方が分からなかった  ・・・・・・

＊その他の感想

　・無理せず活動したが、地域貢献ができてうれし

　　かった。きれいになると気分もいい。

　・推進員になったことで、自分自身がごみや環境

　　美化に意識が向くようになった。

　・黄色のベストを着て活動するうち、地域の方が

　　協力してくれるようになり、きれいになった。

　・地域に協力者がいると、活動のやりやすさが全

　　然違う。地域の理解と協力が何より大事。

　・出し方が間違っていても、顔見知りなので関係

　　が悪くなるのが心配で注意できない。

　・回収されれば住民は満足で、なかなか分別に関

　　心を持ってもらえなかった。

　・どこまで注意していいのか判断に迷った。ボラ

　　ンティアでの活動には限界がある。

84%

24%

38％

12％

8％

　推進員の皆さんには、年１回、「活動報告書」で活動状況を報告いただくこととしています。この

たび、平成２５年度分報告書の集計結果がまとまりましたのでお知らせします。（回答数1,008件）

　町内会でも役職をお持ちの方が多く、町内会活動の一環として活動がされているようです。活動内容で

は、集積所の見回りや清掃などの単独での活動のほか、昨年度は、多くの方が会合や集積所で地域の方に

働き掛けを行っていることが分かりました。その結果、地域貢献への満足感を得ている方もいる一方で、

地域の方にどこまでいっていいのか、関係性が悪くなるのはないかと危惧する声が寄せられました。

■活動内容とその頻度を教えてください。

ア 集積所の清掃を行った  ・・・・・・・・・

　　①  61人　②298人　③289人　④209人

イ 集積所の点検・見回りを行った  ・・・・・

　　①122人　②363人　③310人　④175人

ウ 集積所での分別啓発を行った  ・・・・・・

　　①  22人　②136人　③214人　④371人

エ 集積所の改修を行った  ・・・・・・・・・

　　①  22人　②  27人　③  84人　④505人

オ チラシやポスターを作成した  ・・・・・・

　　①  12人　②　 9人　③  43人　④330人

カ 町内会報などに記事を掲載した  ・・・・・

　　①  11人　②  15人　③  73人　④359人

キ 町内会の会合で報告や呼び掛けを行った・・

　　①  16人　②  24人　③176人　④577人

ク まち美化活動を行った  ・・・・・・・・・

　　①  19人　②  55人　③189人　④475人

ケ 不法投棄巡視パトロールを行った  ・・・・

　　①  36人　②114人　③217人　④302人

コ 環境に関する勉強会を開催した  ・・・・・

　　①　 6人　②　 4人 　③  17人　④220人

＊その他の活動

　・町内会独自で定期的に排出実態調査を行った

　・推進員とメイトの情報交換を図った

85％

96％

74％

64％

39％

45％

79％

74％

64％

24％

①ほぼ毎日②週数回程度③月数回程度④年数回程度

▲

※Ａ4用紙１枚の重さが約４ｇ。一人一人の

ほんの少しの心掛けで、５ｇは減らせます。


